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26 逃がし安全弁吹出量の影響について 

 

（１）はじめに 

逃がし安全弁は，原子炉圧力容器の過圧防止及び原子炉減圧のための機能を有してお

り，設置変更許可申請書の基本設計における設計値としては，逃がし安全弁に要求され

る機能に対して保守的な小さめの吹出量を設定している。一方，事故シーケンスグルー

プ「全交流動力電源喪失（ＴＢＰ）」では，全交流動力電源喪失時に原子炉隔離時冷却系

により一旦は炉心冷却が維持されるものの，逃がし安全弁 1 個の開固着の故障が発生す

ることにより原子炉圧力が低下するため，原子炉圧力 1.04MPa[gage]にて原子炉隔離時冷

却系が停止し，その後，低圧代替注水系（可搬型）により原子炉注水を実施することを

想定している。このように蒸気駆動の原子炉隔離時冷却系のみにより原子炉注水が確保

される状況において逃がし安全弁の開固着の故障を想定する場合には，原子炉隔離時冷

却系の運転継続時間に対して逃がし安全弁吹出量の与える影響が大きいと考えられるこ

とから，感度解析によりこの影響を確認する。 

 

（２）感度解析 

「全交流動力電源喪失（ＴＢＰ）」において，逃がし安全弁吹出量を 5％大きくした以外

はベースケースと同じ条件としている。第 1 表に示すとおり，吹出量が 5％大きくなった

場合には，燃料被覆管温度が約 773℃となるが，評価項目を満足し，また，低圧代替注水

系（可搬型）による原子炉注水操作の操作時間余裕についても，約 35 分確保できること

を確認した。 

 
第１表 評価結果の比較 

項 目 
ベースケース 

（設計値） 

感度解析 
（設計値＋5％） 

備 考 

逃がし安全弁 
（安全弁機能） 

7.79 MPa［gage］～

8.31MPa［gage］ 

385.2 t／h～410.6t／h

7.79 MPa［gage］～

8.31MPa［gage］ 

404.5t／h～431.2t／h 

 

燃料被覆管最高温度 約 746℃ 約 773℃ 1,200℃以下 

操作時間余裕 約 55 分 約 35 分  
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第 1 図 原子炉圧力の推移（吹出量；設計値＋5％） 

 
第 2 図 原子炉水位（シュラウド内水位）の推移（吹出量；設計値＋5％） 
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第 3 図 燃料被覆管温度の推移（吹出量；設計値＋5％） 
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